
毎日の散歩コースからのぞむ景色。
遠くＪＲの列車が通る。何気ない自然の中に、四季折々の植物が息づく。

第16回榊原琴美舞踊研究所
高野正子の会
美しい舞いをお楽しみください。
ご近所お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。
◎日時＝１月20日(日)　午後１時開演
◎入場料＝無料
ご予約承り中です
新年会や各種宴会はどうぞ串間温泉いこいの里で！
現在、ご予約承り中です。
休館日のご案内
１月の休館日は16日(水)です。

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
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F R O M  E D I T O R ' S

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいか
しましょう。

1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明
るいまちをつくりましょう。

1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな
住みよいまちをつくりましょう。

1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こ
どもに夢と、しあわせをあたえましょう。

1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

◎市の木/そてつ◎市の花/かんな
◎市の鳥/めじろ◎市の花木/山桜

◎人口 19,780人（前月比-14人）
　男9,166人　　女10,614人
　世帯数8,346世帯

市民
憲章

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

おたより待ってます
◎�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、
掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなたの身近
な出来事、何でも好きなことを書いてください。

（平成24年12月1日現在）
＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

12月９日に笠祇小であった収穫祭。本紙８
ページでご紹介したもちつき以外にも多く
の行事が行われました。今回の収穫祭には
来年入学予定の２人も参加し、上級生に教
わりながら楽しく作業をしました。おもちと
一緒に作った豚汁には、子どもたちが学校
の畑で作った野菜がいっぱいです。おいし
い昼食の後には、収穫の喜びを短歌にして
発表する『笠っ子探検隊』をはじめ『てべ
す踊り』やグラウンドゴルフ大会など地域
のお年寄りも一緒に楽しめるお祭りでした。

笠祇小学校の皆さん

小学校にお邪魔する取材が多かった。
以前話した子たちが覚えてくれて

いると、すごくうれしい。仲良くなると
色んなことを話してくれる。好きな場所、
友だちのこと。まるで宝物を自慢するか
のよう。なんだか懐かしく感じた。（シ）

新しい年を健康で迎えることができ
てうれしい。身体のどこかに不調

があったり、家族のだれかが病気だった
りすると心が晴れない。家族みなが健康
で、毎日ともに食卓を囲めますように…
普通のことだけど一番の切なる願い（サ）

イ ベ ン ト の お 知 ら せ
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しまださつき
（58歳）
　大束地区・中別府
在住。串間市都井に
生まれ福島高校を卒
業後、東京で６年間、
長崎で２年間のＯＬ
生活を送る。昭和57
年に会社員の夫と結
婚。４人の子どもに恵
まれる。１．２ヘクター
ルの甘しょ栽培に携
わっている。平成21年
よりＪＡ大束女性部
長を務める。

Profile

随　想

今から32年前、６年間の東京生活を終え長崎での勤
務３年目だったわたしは、父危篤の連絡を受け都井

に帰省した。後日、父は帰らぬ人となってしまったが、その葬
式に参列した母の従妹の縁結びで見合いをした。半年後に
は結婚して現在に至る。あの帰省がなければ、今のわたしは
ない。父が導いてくれたのだと思う。
　その父は稲作と１ヘクタールのポンカン栽培で兄妹６人を育
ててくれた。わたしたちが小さいころからパパイヤやパッション
フルーツなどの新しい作物を導入するなど、ワクワク楽しい農
業をしていた人だった。そんな父の姿を見て育ったわたしは
甘しょ作りの兼業農家の嫁としてしっかりと根を下ろし、充実
した日 を々過ごして来た。ここ大束・中別府地区は自然豊
かで四季を通しての楽しみが多い。近所とのふれあいも多く、
３世代同居の温かい環境で成長した４人の子どもたちも故郷
串間が大好きな大人になった。
　現在、わたしはＪＡ串間市大束の女性部長をさせていた
だき４年目である。女性部は年間を通して行事が多い。家
庭菜園コンクール、食育の一環として大束小との甘しょ料理
教室、青年部と連携した芋掘り大会時の芋料理提供、趣
味の陶芸教室や一閑張りかご作りなど、ほかにもたくさんある。
繁忙期には時間の制約もあり、正直大変だ。しかし、楽し

く勉強になることの方が多い。達成感に加え同じ甘しょ作りの
仲間たちと一緒に語り、歌い、踊ることが何よりの楽しみである。
　また、毎日新聞のペンクラブ活動も楽しみの一つ。月に１
度、投稿用の作品を持ち寄っての合評会が開かれる。こち
らの方もお食事やおしゃべり優先の劣等生であるが、今年
12 年目を迎えた。さらに、一昨年からは串間の同人誌『埋
火』の仲間に入れていただいている。毎回、〆切間近に
ならないと尻に火のつかない計画性のなさに自己嫌悪に陥り
ながらも続けているのは、書いて残したい伝えたい想いがあ
るからだ。
　初投稿では平成 22 年６月に89 歳で逝った義母のこと、
次には８カ月後に後を追うように旅立った96 歳の義父のこと
など、忘れられない数々の思い出を感謝の気持ちを込めて
綴った。そんな場を与えていただいたことをありがたいと思う。
大先輩方のご指導の下、これからも楽しく続けていきたい。
　『神様に一番近い仕事』とも言われ、天職と思える農業
に携わりながら、その他の活動も楽しくさせてもらえるわたしは
本当に幸せだと思う。そして、何より父が導いてくれた人（夫）
は当時と変わらず（髪の毛だけはなくなったが）男らしく広い
心で見守ってくれている。これからも微力ながら串間の元気
作りに役立ちたい。

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　定休日：毎月第３水曜日

TEL 0987-75-2000

いこいの里リニューアルオープン!!
つるつるの温泉で体の芯からお温まりください
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